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特集：ブレスト第９回検診帰国報告（3）

■発　　行　NPO法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク
　　　　　　〒811-3102　福岡県古賀市駅東2-6-26パステル館203号
　　　　　　TEL/FAX　092-944-3841　　Email jimu@cher9.to　　　
　　　　　　ホームページ　http://www.cher9.to/
■募金口座　郵便振替口座　01770-1-65328
　　　　　　e-バンク　　　ジャズ支店（支店番号201）（普）7017104

チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、
現地から求められる医療支援を行います。
この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。

ベラルーシの医療環境と今後の課題

団体設立20年に寄せて（1）

福祉工房「のぞみ21」スタッフ紹介

今さら聞けないチェルノブイリＱ＆Ａ

事務局日誌より主な活動報告
 
コーヒー・紅茶キャンペーンのご案内

会員さん紹介コーナー

募金者のお名前とメッセージ

のぞみ21スタッフ、ターニャさんの息子ヤドスラブちゃん。今年1月からゴメリ市内で空手を習い始めた。



23

1）乳ガンの実態について講義を行う
　  野宗先生。

2）ベラルーシ赤十字本部にて、
　  カルバノフ総裁を囲んで。

3）講義の資料、
　  日本での乳ガン体験記について。

◆
今
で
も
残
存
す
る

被
曝
の
影
響
に
つい
て

　
2
0
0
9
年
3
月
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
内

分
泌
診
療
所
所
長
で
あ
る
ア
ル
ツ
ー
ル
・

グ
リ
ゴ
ロ
ビ
ッ
チ
医
師
が
、
第
14
回
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
広
島
大
学
主
催
）
に
参
加

の
た
め
来
日
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
講

演
で
、
ブ
レ
ス
ト
州
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
の
患

者
数
が
、
被
曝
後
年
々
増
加
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
疾
患
の
増
加
は
、
住
民
検
診
の
結
果
だ

け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師

た
ち
は
数
年
前
か
ら
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
甲

状
腺
エ
コ
ー
（
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
寄
贈
）
と
と
も
に
移
動

検
診
車
で
、
ブ
レ
ス
ト
州
周
辺
の
住
民
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
住
民
を
対
象
に
検
診
し
ま
す
の
で
、
無

症
状
の
内
に
甲
状
腺
の
異
常
が
早
期
に
発

見
で
き
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
甲
状
腺
の
移
動
検
診
シ
ス

テ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
報
告
で
は
、

こ
の
国
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
患
者
数
が
毎
年

の
よ
う
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
か
ら
既
に
２０
年
以
上
も

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発

事
故
現
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
境
に
近
い
ブ
レ
ス
ト
市
近
辺
に
、
今

も
被
曝
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
後
も
住
民
の
健
康
被
害
は
、

被
曝
の
影
響
を
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

◆
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
療
問
題
に
つい
て

　
　
〜
赤
十
字
本
部
で
の
報
告
か
ら
〜

　
赤
十
字
本
部
総
裁
の
話
で
は
、
現
在
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
住
民
の
健
康
問
題
と
し
て
、

国
の
経
済
的
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
医
療
援
助
費
の
不
足
。

医
療
費
予
算
が
被
曝
者
を
含
め
て一
般
住

民
に
対
し
て
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
十

分
な
数
の
医
療
施
設
が
設
立
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　
わ
が
国
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
や
大

型
医
療
機
器
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

は
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
国
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
不

足
し
て
お
り
、
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
、

満
足
に
撮
影
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
装
置
が
高
価
で
買
え
な
く
て
困
って
い

ま
す
。
被
曝
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
国
で
は
現
在
、
結
核
患
者
数
が
増
加

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
も
出
来
ず
、
深
刻
な
状
況
の
よ
う
で

す
。
こ
の
国
の
経
済
的
な
大
き
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

◆
ブ
レ
ス
ト
州
に
お
け
る

医
療
環
境
に
つい
て

　
ブ
レ
ス
ト
州
の
基
幹
病
院
は
年
々
立
派

に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、

我
々
医
療
支
援
グ
ル
ー
プ
は
、
ブ
レ
ス
ト

州
立
内
分
泌
診
療
所
で
の
甲
状
腺
エ
コ
ー

や
穿
刺
吸
引
細
胞
診
を
紹
介
、
そ
し
て

導
入
の
お
手
伝
い
を
し
て
来
ま
し
た
。
現

在
、
こ
の
病
院
の
医
師
（
ア
ル
ツ
ー
ル
医

師
や
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
医
師
）、
そ
し
て
検
査

技
師
が
実
際
に
、
甲
状
腺
の
検
査
か
ら
腫

瘍
の
穿
刺
吸
引
細
胞
診
ま
で
実
施
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
技
術
的
な
問

題
は
無
く
、
検
査
方
法
は
既
に
確
立
さ

れ
て
お
り
、
我
々
の
出
番
は
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
今
回
参
加
し
た
日
本
医
科
大
学
の
学

生
、
田
中
君
は
、
こ
の
診
療
所
で
穿
刺
吸

引
細
胞
診
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

別
室
に
は
新
し
い
大
型
超
音
波
装
置
（
中

国
製
）
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
検

査
技
師
も
多
数
働
い
て
お
り
、
病
院
の
機

能
が
年
々
充
実
さ
れ
て
来
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
病
院
に
は
大
き

な
入
院
病
棟
（
約
７
０
０
床
）
も
完
成
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
病
棟
に
は
、
手
術
室

は
無
菌
ル
ー
ム
を
含
め
て
13
室
も
あ
り
、

外
科
手
術
や
整
形
手
術
、
婦
人
科
手
術

な
ど
総
合
病
院
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て

い
ま
し
た
。
手
術
室
で
は
最
新
式
の
麻
酔

装
置
や
モ
ニ
タ
ー
類
が
設
置
さ
れ
お
り
、

そ
し
て
麻
酔
の
薬
剤
も
わ
が
国
と
同
じ
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の一
室
で
、
内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
用
い
た

最
先
端
の
甲
状
腺
手
術
が
、
日
本
医
科

大
学
の
清
水
教
授
の
執
刀
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
実
際
に
使
用
し
た
手
術
器

具
は
、
日
本
か
ら一部
持
参
し
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
は
こ
の
病
院
の
器
具
で
対
応
出

来
、
ま
た
、
手
術
室
の
看
護
師
の
技
術
な

ど
も
日
本
と
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
病
院
で
は
既
に
多

数
の
最
新
医
療
器
具
の
整
備
や
、
ま
た
医

師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
の
技
術

ア
ッ
プ
も
達
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。

　
一方
、
別
の
少
し
離
れ
た
敷
地
内
に
は
、

ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
ガ
ン
の
放
射
線
治
療
や
制

ガ
ン
剤
に
よ
る
治
療
が
主
な
目
的
で
す
。

現
在
、
予
算
不
足
で
建
物
の一
部
し
か
建

立
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
完
成
す
る

と
ガ
ン
の
総
合
病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
私
は
、
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
医
師
を

対
象
に
、
日
本
の
乳
ガ
ン
の
実
態
を
講
演

し
ま
し
た
。
彼
ら
は
乳
ガ
ン
の
放
射
線
治

療
や
制
ガ
ン
剤
治
療
に
大
変
興
味
が
あ

り
、
す
で
に
多
く
の
最
新
医
学
情
報
は
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
わ
が
国
と
違
い
、
個

人
病
院
や
小
さ
な
ク
リ
ニッ
ク
は
ほ
と
ん
ど

存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
基
幹
病
院
と
し
て
総
合
病

院
が
徐
々
に
整
備
拡
充
さ
れ
て
き
て
お

り
、
将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
で

も
、
地
方
の
住
民
は
交
通
手
段
が
乏
し

く
、
大
変
不
便
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
赤
十
字
総
裁
の
話
に
よ
る
と
、

今
で
も
医
薬
品
の
不
足
は
大
き
な
問
題
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
医
療
費
で

は
精
巧
な
高
額
医
療
器
械
の
購
入
は
困

難
で
あ
り
、
現
地
の
多
く
の
医
療
器
具
は

日
本
製
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
今
後
の
医
療
支
援
の
問
題

　
被
曝
２０
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で

も
、
毎
年
甲
状
腺
ガ
ン
患
者
さ
ん
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
ま
た
原
因
は
不
明
で
す
が
、

わ
が
国
と
同
じ
よ
う
に
、
乳
ガ
ン
患
者
さ

ん
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

結
核
患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
の
増
大
に
対
し
て
は
、
現
在
ど

こ
の
国
で
も
、
十
分
な
対
策
は
確
立
し
て

い
ま
せ
ん
。
現
在
、最
も
有
効
な
手
段
は
、

ガ
ン
の
早
期
発
見
、
そ
し
て
早
期
治
療
で

す
。

　
す
な
わ
ち
、
乳
ガ
ン
の
診
断
に
は
、
４０

歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
の
定
期
的
な
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
腺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
住
民
の
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
イ
ー
へ
の
理
解
が
乏
し
く
、
ま

た
、
そ
の
特
殊
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
不
足

し
て
お
り
、
十
分
な
検
査
が
出
来
て
い
ま

せ
ん
。

　
今
後
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
や
乳
腺
専
用

の
超
音
波
装
置
、
そ
し
て
、
甲
状
腺
ガ
ン

診
断
と
同
じ
く
穿
刺
吸
引
細
胞
診
の
普

及
が
必
要
で
す
。
乳
ガ
ン
の
診
断
の
た
め
、

多
数
の
高
額
医
療
器
具
や
細
胞
診
検
査

技
師
や
病
理
医
の
育
成
、
そ
し
て
、
健

康
診
断
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

　
在
ベ
ラ
ル
ー
シ
日
本
大
使
館
で
の
情
報

で
は
、
昨
年
ま
で
は
１
件
あ
た
り
数
百
万

円
前
後
の
医
療
支
援
を
行
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
わ
が
国
も
決
し
て
裕
福
な
国
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
秋
に
政
権

も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
の
よ
う

な
政
府
か
ら
の
支
援
も
行
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
多
額
の
医
療
支
援

は
年
々
困
難
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
本
部
を
は
じ
め
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
多
く
の
住
民
や
医
療
従
事
者
は
我

が
国
の
援
助
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
我
々
の
限
ら
れ
た
資
金
を
有
効

に
利
用
し
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
の
人
材

援
助
、人
材
交
流
派
遣
、そ
し
て
医
薬
品
、

医
療
器
具
な
ど
の
経
済
援
助
を
引
き
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

2

3

2009年のブレスト第9回検診に参加された野宗先生からの報告です。
野宗先生は今回、2007、2008年に続き、3度目のベラルーシ訪問でした。
現地での医療支援活動と医療現場の様子についてご報告いただきました。

◆
特 

集
◆
　
ブ
レ
ス
ト
第
9
回
検
診
帰
国
報
告（
３
）

済
生
会
呉
病
院
　
野
宗

　義
博  

医
師

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
療
環
境
と
今
後
の
課
題

ベラルーシ赤十字にて

ブレスト州立病院の外観

内視鏡手術の準備風景

吸引穿刺を行うアルツール医師

講義を聴く現地の医療関係者

講義ミンスク10番病院での会食風景

マトリョーシカ絵付け会をやります！

福祉工房「のぞみ21」より仕入れた無地のマトリョーシカに色を付けて、
世界に一つしかないオリジナルのマトリョーシカちゃんを作ってみませんか？

日　時：8月28日（土）14～18時（途中退場可）
場　所：福岡市NPO/ボランティア交流センター“あすみん”
　　　　　セミナールーム（福岡市中央区大名2-6-46-5F）
参加費：1,000円／マトリョーシカ1つ（5ピース入り）
定　員：10名（要予約・先着順）

★ご予約、お問合せは事務局までお気軽にどうぞ★

この事業は（財）よかトピア記念国際財団の「国際交流活動助成金」を受けて実施します。

せ
ん
し
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1）乳ガンの実態について講義を行う
　  野宗先生。

2）ベラルーシ赤十字本部にて、
　  カルバノフ総裁を囲んで。

3）講義の資料、
　  日本での乳ガン体験記について。

◆
今
で
も
残
存
す
る

被
曝
の
影
響
に
つい
て

　
2
0
0
9
年
3
月
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
内

分
泌
診
療
所
所
長
で
あ
る
ア
ル
ツ
ー
ル
・

グ
リ
ゴ
ロ
ビ
ッ
チ
医
師
が
、
第
14
回
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
広
島
大
学
主
催
）
に
参
加

の
た
め
来
日
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
講

演
で
、
ブ
レ
ス
ト
州
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
の
患

者
数
が
、
被
曝
後
年
々
増
加
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
疾
患
の
増
加
は
、
住
民
検
診
の
結
果
だ

け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師

た
ち
は
数
年
前
か
ら
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
甲

状
腺
エ
コ
ー
（
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
寄
贈
）
と
と
も
に
移
動

検
診
車
で
、
ブ
レ
ス
ト
州
周
辺
の
住
民
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
住
民
を
対
象
に
検
診
し
ま
す
の
で
、
無

症
状
の
内
に
甲
状
腺
の
異
常
が
早
期
に
発

見
で
き
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
甲
状
腺
の
移
動
検
診
シ
ス

テ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
報
告
で
は
、

こ
の
国
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
患
者
数
が
毎
年

の
よ
う
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
か
ら
既
に
２０
年
以
上
も

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発

事
故
現
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
境
に
近
い
ブ
レ
ス
ト
市
近
辺
に
、
今

も
被
曝
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
後
も
住
民
の
健
康
被
害
は
、

被
曝
の
影
響
を
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

◆
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
療
問
題
に
つい
て

　
　
〜
赤
十
字
本
部
で
の
報
告
か
ら
〜

　
赤
十
字
本
部
総
裁
の
話
で
は
、
現
在
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
住
民
の
健
康
問
題
と
し
て
、

国
の
経
済
的
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
医
療
援
助
費
の
不
足
。

医
療
費
予
算
が
被
曝
者
を
含
め
て一
般
住

民
に
対
し
て
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
十

分
な
数
の
医
療
施
設
が
設
立
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　
わ
が
国
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
や
大

型
医
療
機
器
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

は
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
国
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
不

足
し
て
お
り
、
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
、

満
足
に
撮
影
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
装
置
が
高
価
で
買
え
な
く
て
困
って
い

ま
す
。
被
曝
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
国
で
は
現
在
、
結
核
患
者
数
が
増
加

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
も
出
来
ず
、
深
刻
な
状
況
の
よ
う
で

す
。
こ
の
国
の
経
済
的
な
大
き
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

◆
ブ
レ
ス
ト
州
に
お
け
る

医
療
環
境
に
つい
て

　
ブ
レ
ス
ト
州
の
基
幹
病
院
は
年
々
立
派

に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、

我
々
医
療
支
援
グ
ル
ー
プ
は
、
ブ
レ
ス
ト

州
立
内
分
泌
診
療
所
で
の
甲
状
腺
エ
コ
ー

や
穿
刺
吸
引
細
胞
診
を
紹
介
、
そ
し
て

導
入
の
お
手
伝
い
を
し
て
来
ま
し
た
。
現

在
、
こ
の
病
院
の
医
師
（
ア
ル
ツ
ー
ル
医

師
や
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
医
師
）、
そ
し
て
検
査

技
師
が
実
際
に
、
甲
状
腺
の
検
査
か
ら
腫

瘍
の
穿
刺
吸
引
細
胞
診
ま
で
実
施
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
技
術
的
な
問

題
は
無
く
、
検
査
方
法
は
既
に
確
立
さ

れ
て
お
り
、
我
々
の
出
番
は
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
今
回
参
加
し
た
日
本
医
科
大
学
の
学

生
、
田
中
君
は
、
こ
の
診
療
所
で
穿
刺
吸

引
細
胞
診
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

別
室
に
は
新
し
い
大
型
超
音
波
装
置
（
中

国
製
）
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
検

査
技
師
も
多
数
働
い
て
お
り
、
病
院
の
機

能
が
年
々
充
実
さ
れ
て
来
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
病
院
に
は
大
き

な
入
院
病
棟
（
約
７
０
０
床
）
も
完
成
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
病
棟
に
は
、
手
術
室

は
無
菌
ル
ー
ム
を
含
め
て
13
室
も
あ
り
、

外
科
手
術
や
整
形
手
術
、
婦
人
科
手
術

な
ど
総
合
病
院
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て

い
ま
し
た
。
手
術
室
で
は
最
新
式
の
麻
酔

装
置
や
モ
ニ
タ
ー
類
が
設
置
さ
れ
お
り
、

そ
し
て
麻
酔
の
薬
剤
も
わ
が
国
と
同
じ
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の一
室
で
、
内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
用
い
た

最
先
端
の
甲
状
腺
手
術
が
、
日
本
医
科

大
学
の
清
水
教
授
の
執
刀
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
実
際
に
使
用
し
た
手
術
器

具
は
、
日
本
か
ら一部
持
参
し
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
は
こ
の
病
院
の
器
具
で
対
応
出

来
、
ま
た
、
手
術
室
の
看
護
師
の
技
術
な

ど
も
日
本
と
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
病
院
で
は
既
に
多

数
の
最
新
医
療
器
具
の
整
備
や
、
ま
た
医

師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
の
技
術

ア
ッ
プ
も
達
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。

　
一方
、
別
の
少
し
離
れ
た
敷
地
内
に
は
、

ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
ガ
ン
の
放
射
線
治
療
や
制

ガ
ン
剤
に
よ
る
治
療
が
主
な
目
的
で
す
。

現
在
、
予
算
不
足
で
建
物
の一
部
し
か
建

立
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
完
成
す
る

と
ガ
ン
の
総
合
病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
私
は
、
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
医
師
を

対
象
に
、
日
本
の
乳
ガ
ン
の
実
態
を
講
演

し
ま
し
た
。
彼
ら
は
乳
ガ
ン
の
放
射
線
治

療
や
制
ガ
ン
剤
治
療
に
大
変
興
味
が
あ

り
、
す
で
に
多
く
の
最
新
医
学
情
報
は
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
わ
が
国
と
違
い
、
個

人
病
院
や
小
さ
な
ク
リ
ニッ
ク
は
ほ
と
ん
ど

存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
基
幹
病
院
と
し
て
総
合
病

院
が
徐
々
に
整
備
拡
充
さ
れ
て
き
て
お

り
、
将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
で

も
、
地
方
の
住
民
は
交
通
手
段
が
乏
し

く
、
大
変
不
便
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
赤
十
字
総
裁
の
話
に
よ
る
と
、

今
で
も
医
薬
品
の
不
足
は
大
き
な
問
題
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
医
療
費
で

は
精
巧
な
高
額
医
療
器
械
の
購
入
は
困

難
で
あ
り
、
現
地
の
多
く
の
医
療
器
具
は

日
本
製
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
今
後
の
医
療
支
援
の
問
題

　
被
曝
２０
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で

も
、
毎
年
甲
状
腺
ガ
ン
患
者
さ
ん
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
ま
た
原
因
は
不
明
で
す
が
、

わ
が
国
と
同
じ
よ
う
に
、
乳
ガ
ン
患
者
さ

ん
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

結
核
患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
の
増
大
に
対
し
て
は
、
現
在
ど

こ
の
国
で
も
、
十
分
な
対
策
は
確
立
し
て

い
ま
せ
ん
。
現
在
、最
も
有
効
な
手
段
は
、

ガ
ン
の
早
期
発
見
、
そ
し
て
早
期
治
療
で

す
。

　
す
な
わ
ち
、
乳
ガ
ン
の
診
断
に
は
、
４０

歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
の
定
期
的
な
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
腺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
住
民
の
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
イ
ー
へ
の
理
解
が
乏
し
く
、
ま

た
、
そ
の
特
殊
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
不
足

し
て
お
り
、
十
分
な
検
査
が
出
来
て
い
ま

せ
ん
。

　
今
後
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
や
乳
腺
専
用

の
超
音
波
装
置
、
そ
し
て
、
甲
状
腺
ガ
ン

診
断
と
同
じ
く
穿
刺
吸
引
細
胞
診
の
普

及
が
必
要
で
す
。
乳
ガ
ン
の
診
断
の
た
め
、

多
数
の
高
額
医
療
器
具
や
細
胞
診
検
査

技
師
や
病
理
医
の
育
成
、
そ
し
て
、
健

康
診
断
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

　
在
ベ
ラ
ル
ー
シ
日
本
大
使
館
で
の
情
報

で
は
、
昨
年
ま
で
は
１
件
あ
た
り
数
百
万

円
前
後
の
医
療
支
援
を
行
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
わ
が
国
も
決
し
て
裕
福
な
国
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
秋
に
政
権

も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
の
よ
う

な
政
府
か
ら
の
支
援
も
行
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
多
額
の
医
療
支
援

は
年
々
困
難
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
本
部
を
は
じ
め
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
多
く
の
住
民
や
医
療
従
事
者
は
我

が
国
の
援
助
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
我
々
の
限
ら
れ
た
資
金
を
有
効

に
利
用
し
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
の
人
材

援
助
、人
材
交
流
派
遣
、そ
し
て
医
薬
品
、

医
療
器
具
な
ど
の
経
済
援
助
を
引
き
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

2

3

2009年のブレスト第9回検診に参加された野宗先生からの報告です。
野宗先生は今回、2007、2008年に続き、3度目のベラルーシ訪問でした。
現地での医療支援活動と医療現場の様子についてご報告いただきました。

◆
特 

集
◆
　
ブ
レ
ス
ト
第
9
回
検
診
帰
国
報
告（
３
）

済
生
会
呉
病
院
　
野
宗

　義
博  

医
師

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
療
環
境
と
今
後
の
課
題

ベラルーシ赤十字にて

ブレスト州立病院の外観

内視鏡手術の準備風景

吸引穿刺を行うアルツール医師

講義を聴く現地の医療関係者

講義ミンスク10番病院での会食風景

マトリョーシカ絵付け会をやります！

福祉工房「のぞみ21」より仕入れた無地のマトリョーシカに色を付けて、
世界に一つしかないオリジナルのマトリョーシカちゃんを作ってみませんか？

日　時：8月28日（土）14～18時（途中退場可）
場　所：福岡市NPO/ボランティア交流センター“あすみん”
　　　　　セミナールーム（福岡市中央区大名2-6-46-5F）
参加費：1,000円／マトリョーシカ1つ（5ピース入り）
定　員：10名（要予約・先着順）

★ご予約、お問合せは事務局までお気軽にどうぞ★

この事業は（財）よかトピア記念国際財団の「国際交流活動助成金」を受けて実施します。

せ
ん
し
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1）乳ガンの実態について講義を行う
　  野宗先生。

2）ベラルーシ赤十字本部にて、
　  カルバノフ総裁を囲んで。

3）講義の資料、
　  日本での乳ガン体験記について。

◆
今
で
も
残
存
す
る

被
曝
の
影
響
に
つい
て

　
2
0
0
9
年
3
月
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
内

分
泌
診
療
所
所
長
で
あ
る
ア
ル
ツ
ー
ル
・

グ
リ
ゴ
ロ
ビ
ッ
チ
医
師
が
、
第
14
回
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
広
島
大
学
主
催
）
に
参
加

の
た
め
来
日
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
講

演
で
、
ブ
レ
ス
ト
州
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
の
患

者
数
が
、
被
曝
後
年
々
増
加
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
疾
患
の
増
加
は
、
住
民
検
診
の
結
果
だ

け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師

た
ち
は
数
年
前
か
ら
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
甲

状
腺
エ
コ
ー
（
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
寄
贈
）
と
と
も
に
移
動

検
診
車
で
、
ブ
レ
ス
ト
州
周
辺
の
住
民
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
住
民
を
対
象
に
検
診
し
ま
す
の
で
、
無

症
状
の
内
に
甲
状
腺
の
異
常
が
早
期
に
発

見
で
き
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
甲
状
腺
の
移
動
検
診
シ
ス

テ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
報
告
で
は
、

こ
の
国
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
患
者
数
が
毎
年

の
よ
う
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
チ
ェル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
か
ら
既
に
２０
年
以
上
も

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発

事
故
現
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
境
に
近
い
ブ
レ
ス
ト
市
近
辺
に
、
今

も
被
曝
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
後
も
住
民
の
健
康
被
害
は
、

被
曝
の
影
響
を
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

◆
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
療
問
題
に
つい
て

　
　
〜
赤
十
字
本
部
で
の
報
告
か
ら
〜

　
赤
十
字
本
部
総
裁
の
話
で
は
、
現
在
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
住
民
の
健
康
問
題
と
し
て
、

国
の
経
済
的
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
医
療
援
助
費
の
不
足
。

医
療
費
予
算
が
被
曝
者
を
含
め
て一
般
住

民
に
対
し
て
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
十

分
な
数
の
医
療
施
設
が
設
立
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　
わ
が
国
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
や
大

型
医
療
機
器
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

は
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
国
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
不

足
し
て
お
り
、
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
、

満
足
に
撮
影
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
装
置
が
高
価
で
買
え
な
く
て
困
って
い

ま
す
。
被
曝
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
国
で
は
現
在
、
結
核
患
者
数
が
増
加

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
も
出
来
ず
、
深
刻
な
状
況
の
よ
う
で

す
。
こ
の
国
の
経
済
的
な
大
き
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

◆
ブ
レ
ス
ト
州
に
お
け
る

医
療
環
境
に
つい
て

　
ブ
レ
ス
ト
州
の
基
幹
病
院
は
年
々
立
派

に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、

我
々
医
療
支
援
グ
ル
ー
プ
は
、
ブ
レ
ス
ト

州
立
内
分
泌
診
療
所
で
の
甲
状
腺
エ
コ
ー

や
穿
刺
吸
引
細
胞
診
を
紹
介
、
そ
し
て

導
入
の
お
手
伝
い
を
し
て
来
ま
し
た
。
現

在
、
こ
の
病
院
の
医
師
（
ア
ル
ツ
ー
ル
医

師
や
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
医
師
）、
そ
し
て
検
査

技
師
が
実
際
に
、
甲
状
腺
の
検
査
か
ら
腫

瘍
の
穿
刺
吸
引
細
胞
診
ま
で
実
施
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
技
術
的
な
問

題
は
無
く
、
検
査
方
法
は
既
に
確
立
さ

れ
て
お
り
、
我
々
の
出
番
は
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
今
回
参
加
し
た
日
本
医
科
大
学
の
学

生
、
田
中
君
は
、
こ
の
診
療
所
で
穿
刺
吸

引
細
胞
診
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

別
室
に
は
新
し
い
大
型
超
音
波
装
置
（
中

国
製
）
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
検

査
技
師
も
多
数
働
い
て
お
り
、
病
院
の
機

能
が
年
々
充
実
さ
れ
て
来
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
レ
ス
ト
州
立
病
院
に
は
大
き

な
入
院
病
棟
（
約
７
０
０
床
）
も
完
成
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
病
棟
に
は
、
手
術
室

は
無
菌
ル
ー
ム
を
含
め
て
13
室
も
あ
り
、

外
科
手
術
や
整
形
手
術
、
婦
人
科
手
術

な
ど
総
合
病
院
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て

い
ま
し
た
。
手
術
室
で
は
最
新
式
の
麻
酔

装
置
や
モ
ニ
タ
ー
類
が
設
置
さ
れ
お
り
、

そ
し
て
麻
酔
の
薬
剤
も
わ
が
国
と
同
じ
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の一
室
で
、
内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
用
い
た

最
先
端
の
甲
状
腺
手
術
が
、
日
本
医
科

大
学
の
清
水
教
授
の
執
刀
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
実
際
に
使
用
し
た
手
術
器

具
は
、
日
本
か
ら一部
持
参
し
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
は
こ
の
病
院
の
器
具
で
対
応
出

来
、
ま
た
、
手
術
室
の
看
護
師
の
技
術
な

ど
も
日
本
と
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
病
院
で
は
既
に
多

数
の
最
新
医
療
器
具
の
整
備
や
、
ま
た
医

師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
の
技
術

ア
ッ
プ
も
達
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。

　
一方
、
別
の
少
し
離
れ
た
敷
地
内
に
は
、

ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
ガ
ン
の
放
射
線
治
療
や
制

ガ
ン
剤
に
よ
る
治
療
が
主
な
目
的
で
す
。

現
在
、
予
算
不
足
で
建
物
の一
部
し
か
建

立
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
完
成
す
る

と
ガ
ン
の
総
合
病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
私
は
、
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
医
師
を

対
象
に
、
日
本
の
乳
ガ
ン
の
実
態
を
講
演

し
ま
し
た
。
彼
ら
は
乳
ガ
ン
の
放
射
線
治

療
や
制
ガ
ン
剤
治
療
に
大
変
興
味
が
あ

り
、
す
で
に
多
く
の
最
新
医
学
情
報
は
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
わ
が
国
と
違
い
、
個

人
病
院
や
小
さ
な
ク
リ
ニッ
ク
は
ほ
と
ん
ど

存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
に
基
幹
病
院
と
し
て
総
合
病

院
が
徐
々
に
整
備
拡
充
さ
れ
て
き
て
お

り
、
将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
で

も
、
地
方
の
住
民
は
交
通
手
段
が
乏
し

く
、
大
変
不
便
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
赤
十
字
総
裁
の
話
に
よ
る
と
、

今
で
も
医
薬
品
の
不
足
は
大
き
な
問
題
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
医
療
費
で

は
精
巧
な
高
額
医
療
器
械
の
購
入
は
困

難
で
あ
り
、
現
地
の
多
く
の
医
療
器
具
は

日
本
製
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
今
後
の
医
療
支
援
の
問
題

　
被
曝
２０
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で

も
、
毎
年
甲
状
腺
ガ
ン
患
者
さ
ん
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
ま
た
原
因
は
不
明
で
す
が
、

わ
が
国
と
同
じ
よ
う
に
、
乳
ガ
ン
患
者
さ

ん
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

結
核
患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
の
増
大
に
対
し
て
は
、
現
在
ど

こ
の
国
で
も
、
十
分
な
対
策
は
確
立
し
て

い
ま
せ
ん
。
現
在
、最
も
有
効
な
手
段
は
、

ガ
ン
の
早
期
発
見
、
そ
し
て
早
期
治
療
で

す
。

　
す
な
わ
ち
、
乳
ガ
ン
の
診
断
に
は
、
４０

歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
の
定
期
的
な
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
腺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
）
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
住
民
の
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
イ
ー
へ
の
理
解
が
乏
し
く
、
ま

た
、
そ
の
特
殊
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
不
足

し
て
お
り
、
十
分
な
検
査
が
出
来
て
い
ま

せ
ん
。

　
今
後
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
や
乳
腺
専
用

の
超
音
波
装
置
、
そ
し
て
、
甲
状
腺
ガ
ン

診
断
と
同
じ
く
穿
刺
吸
引
細
胞
診
の
普

及
が
必
要
で
す
。
乳
ガ
ン
の
診
断
の
た
め
、

多
数
の
高
額
医
療
器
具
や
細
胞
診
検
査

技
師
や
病
理
医
の
育
成
、
そ
し
て
、
健

康
診
断
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
。

　
在
ベ
ラ
ル
ー
シ
日
本
大
使
館
で
の
情
報

で
は
、
昨
年
ま
で
は
１
件
あ
た
り
数
百
万

円
前
後
の
医
療
支
援
を
行
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
わ
が
国
も
決
し
て
裕
福
な
国
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
秋
に
政
権

も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
の
よ
う

な
政
府
か
ら
の
支
援
も
行
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の
多
額
の
医
療
支
援

は
年
々
困
難
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
本
部
を
は
じ
め
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
多
く
の
住
民
や
医
療
従
事
者
は
我

が
国
の
援
助
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
我
々
の
限
ら
れ
た
資
金
を
有
効

に
利
用
し
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
の
人
材

援
助
、人
材
交
流
派
遣
、そ
し
て
医
薬
品
、

医
療
器
具
な
ど
の
経
済
援
助
を
引
き
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

2

3

2009年のブレスト第9回検診に参加された野宗先生からの報告です。
野宗先生は今回、2007、2008年に続き、3度目のベラルーシ訪問でした。
現地での医療支援活動と医療現場の様子についてご報告いただきました。

◆
特 

集
◆
　
ブ
レ
ス
ト
第
9
回
検
診
帰
国
報
告（
３
）

済
生
会
呉
病
院
　
野
宗

　義
博  

医
師

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
医
療
環
境
と
今
後
の
課
題

ベラルーシ赤十字にて

ブレスト州立病院の外観

内視鏡手術の準備風景

吸引穿刺を行うアルツール医師

講義を聴く現地の医療関係者

講義ミンスク10番病院での会食風景

マトリョーシカ絵付け会をやります！

福祉工房「のぞみ21」より仕入れた無地のマトリョーシカに色を付けて、
世界に一つしかないオリジナルのマトリョーシカちゃんを作ってみませんか？

日　時：8月28日（土）14～18時（途中退場可）
場　所：福岡市NPO/ボランティア交流センター“あすみん”
　　　　　セミナールーム（福岡市中央区大名2-6-46-5F）
参加費：1,000円／マトリョーシカ1つ（5ピース入り）
定　員：10名（要予約・先着順）

★ご予約、お問合せは事務局までお気軽にどうぞ★

この事業は（財）よかトピア記念国際財団の「国際交流活動助成金」を受けて実施します。

せ
ん
し
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特 集

団
体
設
立
20
年
に
寄
せ
て

団
体
設
立
20
年
に
寄
せ
て

〜
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　今
年
6
月
で
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
〜

今年6月28日、チェルノブイリ医療支援ネットワーク（旧：チェルノブイリ支援運動・九州）は設
立20周年を迎えます。この節目にあたり、これまでの活動をふり返ってみました。
山あり、谷ありの20年。今号では団体設立から1997年の本格的な医療支援の始まりまでについ
てご紹介します。

1986 年 4 月 26 日に起きたチェルノ
ブイリ原発事故は世界中に大きな衝撃
を与えました。
被災地の状況や支援要請などの情報が
入り始めた 90 年以降、日本各地で支
援団体が立ち上がり、九州でも有志の
呼びかけにより「チェルノブイリ支援運
動・九州」が誕生しました。

1990年6月28日
　「チェルノブイリ支援運動・九州」結成1990年12月

　被災地の子どもたちへ
　　　粉ミルクやクリスマスプレゼントを！

写真で辿る活動20年

団体発足後、街頭募金や会報での呼び
かけによって集まった募金で、放射能
測定機や粉ミルクを購入し、絵本、ク
リスマスカードなどのプレゼントと一緒
に、最初の支援物資がウクライナへ届
けられました。

ウクライナへ贈られた最初の支援物資
は輸送中に行方不明になり、届いたの
は翌年 4月のことでした。
現地の実態調査、そして支援を直接届
けるために、ウクライナとベラルーシ
へ調査団を派遣しました。
以後、年に 1 度のペースで調査団が派
遣されました。

1991年6月
　第1次調査団派遣

被災地の子ども向け保養施設「サナト
リウム・九州」をベラルーシの首都ミ
ンスク郊外に建て、現地 NGO と共同
で運営しました。
日本国内では里親運動や募金キャンペ
ーンが展開されました。
96 年秋までに 2,700 名以上の子ども
たちがここで保養しました。

1992年12月
　保養施設「サナトリウム・九州」をオープン

ベラルーシの子どもアンサンブル「パレ
スカヤ・ゾーラチカ」（草原の星たち）
が来日し、九州・山口の各県（熊本県を
除く）で公演があり、大きな反響を呼び
ました。

1993年9月
　民族アンサンブル
　　「パレスカヤ・ゾーラチカ」来日公演

No.1

←
パソコン通信ネット
ワーカー有志が作成
したパンフレット。
当時始まったばかり
のパソコン通信で
被害の状況が伝わ
り、救援団体の結成
が広がった。

来日した子どもたち
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スタッフの
 つぶやき

1995年4月
チェルノブイリのこどもたちの作文集
 「わたしたちの涙で雪だるまが溶けた」を発行　

被害を受けた子どもたちの書いた作文
約 50編の日本語版を出版しました。
事故による健康被害や生活の変化、故
郷への想いなどが綴られ、各地で大き
な反響を呼びました。
また同年 8月には著者 4名が来日し、
出版の編集ボランティアに関わった
高校生たちと交流しました。

95 年に来日した作文集の著者の
一人、リュドミラ・チュプチクさ
んの暮らすゴメリ州グルシュコビ
ッチ村を訪問するツアーが企画さ
れ、若者を中心に20名が参加し、
サナトリウムや病院見学なども行
われました。

1996年8月
　第1回スタディーツアー

ベラルーシの新聞記者ワレーリ・ブイゾフさんと、
その息子のビクトル君が来日し、九州、山口の 6 か
所で講演を行い、事故後の被災地ベラルーシの惨状
を伝え、支援を呼びかけました。

1996年11月
　　　ベラルーシよりブイゾフ親子が来日講演

事
務
所
を
北
九
州
市
八
幡
東
区
へ
移
転

90 年代半ばより、被災地で小児甲状腺ガンが増えてい
るという情報が入るようになりました。
96 年、当時ウクライナやベラルーシで医療活動に関わ
られていた広島の武市宣雄医師や医療通訳の山田英雄
さんと出会い、「甲状腺ガン検診を中心とした医療支援」
に取り組むことになりました。
活動の拠点は汚染州でありながら、国内外からの支援
が十分でなかったブレスト州。その中でも特に甲状腺ガ
ンの発症数が多かったストーリン地区で検診プロジェク
トがスタートし、2001 年までの間、年に 1、2 回のペ
ースで医療検診団が派遣されました。
この年にはストーリン地区中央病院へ甲状腺ガン検診の
ためのエコーや顕微鏡が贈られ、また医療スタッフや物
資の搬送ための移動検診車「雪だるま号」がベラルー
シ赤十字へ贈呈されました。

1997年7月
　ブレスト州ストーリン地区での甲状腺ガン検診プロジェクトがスタート

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、初
め
て
訪
ね
た
八
幡
東
区
の
事
務
所
は
、ト
イ
レ
の
天
井
に
は
ツ
タ
が
這
い
、夏
場
は
高
温
に
な
る
と
い
う
部
屋
。壊
れ
か
け
た
扇
風
機
と
内
輪
を
傍
ら
に
、

当
時
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。遠
い
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
へ
の
支
援
は
、目
の
前
の
地
道
な
裏
方
作
業
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

97
年
、サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
運
営
か
ら
本
格
的
医
療
支
援
へ
の
展
開
は
、団
体
に
と
っ
て
大
き
な
決
意
で
、何
度
も
会
議
が
繰
り
返
さ
れ
、検
討
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。（
ゆ
）

94年1月

森でのピクニック

村から歓迎を受ける
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皆さまからお寄せいただいた

メッセージをご紹介します！

天野（旧姓・三本）さんは臨床検
査技師として、2004 年、2005
年のブレスト市での甲状腺ガン検
診に参加されました。

天野亜
希さん

（岡山
県）

医療スタッフとして数年間、活動に携わらせ
ていただきました。被災地の方々や現地ス
タッフとの温かい交流は今でも覚えていま
す。満足な医療器具が無い所での甲状腺ガ
ン検診もいい経験となりました。今はチェ
チェルノブイリ通信で皆様の活躍を拝見して
いますが、今後も現地スタッフとともにさ
らに発展されることを願っています。この
場をお借りして、支援活動に携わる機会を
与えてくださった武市クリニック様に御礼申
し上げます。

㈱ウインドファーム代表の中村さ
んは、初代運営委員長として活動
に関わってこられました。
現在もチェルノブイリ支援コーヒ
ーなどでご協力頂いています。

この 20 年間に何度も放射能汚染地を訪問
し、健康被害に苦しむ沢山の子どもや若者
に会ってきた人間として、2008 年７月にド
イツ政府が発表した調査結果が世界に伝わ
ることを願っています。
＊原子力発電所の周辺５キロ以内に住んで
いる５歳以下の子どもたちを調査したとこ
ろ、小児ガンの症例が平均より６０％高く、
白血病に限ると１１７％（２倍以上）高かっ
た。これ以上、放射能で子どもたちを苦し
めたくない。

中村隆
市さん

（福岡
県）

福井さんは初代事務局スタッフとして活動をサポート
してこられました。

福井寿
雄さん

（福岡
県）

福岡市の今泉だったか場所ももう定かでは
ないが、農民会館で開かれた会合に私は参
加していた。なぜそこに居たのか思い出せ
ないが、何かの集会の後だったようだ。出
席者は 10 人ほど。チェルノブイリ原発事故
の被害者をなんとかしなければとの思いで
集まった人たちだった。
私はロシア語をほんの少し齧っていたので、
現地の様子を報じるベラルーシの新聞記事
をほそぼそと訳して報告するという役割で
事務局に入った。初代代表の自宅が事務所
だったので、北九州市モノレールで終点近く
まで乗って、京都の嵐山に似た風景の橋を
渡って何度も通った頃が懐かしい。
現理事長の河上氏は最初期の事務局メンバ
ー。その献身に頭が下がります。

イラストレーターのいの
うえさんは、イベントの
チラシデザインなど、
色々とご協力頂いていま
す！写真は昨年のヘアサロン・スネガビークで、マト
リョーシカちゃんと化したいのうえさん。

20周年ごくろうさまです。あんまりお手伝
いできてなくてスイマセンが…おたがいに、
ひたむきさとゆるやかさを連れて、活動を
続けていきたいですね。

引き続きメッセージを募集しています。
FAX、メール、ハガキ、郵便振込用紙のメ
ッセージ欄などをご利用の上、どしどし
お寄せください！

メッセージ送信フォームはこちら！
→　http://my.formman.com/form/pc/IrBEL9z2RFeCz51C/

字数は100～150字程度。お名前の掲載について、
［本名／ペンネーム／匿名希望］のいずれかをお書
き添えください。

いのう
えしん

ぢさん

（福岡
県）



89

ベラルーシ南部にあるゴメリ市の福祉工房「のぞみ21」では、チェルノブイリ原発事故の被災者
や、障がいを持つ青年たちがそれぞれの体調に合わせて、刺しゅうや縫製、木工などの仕事に
取り組んでいます。チェルノブイリ医療支援ネットワークでは、「のぞみ21」の商品を日本でも紹
介することで、工房の運営や活動を支援しています。

家族と４人で暮らしています。セルゲイは身体障害者２級（知能遅延、
癲癇）です。工房では絵付けをしていましたが、各家庭での作業に移っ
てからは働いていません。彼は大変、内向的（自閉的）な性格です。工房
からの注文も健康上の理由から請け負う事ができませんが、我々は彼
に援助する事は続けますし、日本の皆さんの援助も彼の家まで届けま
す。

娘のレーナ（写真右）との二人暮らし。ベーラとレーナは身体障害者２
級（癲癇）です。レーナは喘息もあります。ベーラは工房で裁縫師しとし
て働いていましたが、現在は体調が悪く働けません。従って、年金と身
体障害者手当てで暮らしています。レーナは義務教育卒業後、今学ん
でいる商業単科大学に入りました。彼女は大変、社交的で知識欲があ
る女の子です。今、大学では正課以外に歴史を学び、舞踏芸術（振り付
け）も学び舞台活動にも参加しています。

セルゲイは両親と暮らしています。身体障害者２級
（重度脳性まひ）です。工房では木工加工をしていま
したが、各家庭での作業へ移ってからは仕事をする
場所がありません。現在は工房の仕事として、木工、
ストラップの玉飾りやマグネット用の磁石の取り付
け等をわずかながらしています。

デレト・ベーラさん（左）　1951年生まれ

サギィンディコフ・セルゲイさん　1977生まれ

リポフ・セルゲイさん　1973生まれ

両親と暮らしています。母親は数年前に身体障害者になりました。ユー
リャは身体障害２級（精神分裂症）です。職業はありません。工房で裁縫
を学び少し彩色もできます。家庭での作業に移ってからは他の職を探
していますが健康状態がよくなく働くことができません。現在は工房
の仕事として、裁縫やストラップ、マグネットの作成等のわずかな仕事を
しています。

ラプツウホーバ・ユーリャさん　1957生まれ

福祉工房「のぞみ21」 スタッフの紹介福祉工房「のぞみ21」 スタッフの紹介福祉工房「のぞみ21」 スタッフの紹介

【第3回】

てんかん
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福
岡
市
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
行
わ

れ
た
記
念
音
楽
会
〜
朗
読
「
月
光

の
夏
」＆
合
唱
構
成
「
ぞ
う
れ
っ
し

ゃ
が
や
っ
て
き
た
」
〜
に
て
、
会
場

ホ
ー
ル
そ
ば
の
物
販
コ
ー
ナ
ー
の一

部
を
借
り
、「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨

と
支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
の
販
売

な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
カ
ン

パ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆
3
月
28
日
　「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
」
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
物
販

◆
4
月
11
日
　
イ
エ
ロ
ー
レ
シ
ー
ト
贈
呈
式
に
参
加

イ
オ
ン
の
社
会
貢
献
活
動
「
幸
せ

の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
は
、
毎
月
11
日
の
お
買
い
物

レ
シ
ー
ト
の
売
上
金
額
の
1
％
が

地
域
で
活
動
す
る
登
録
団
体
に
寄

付
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
古
賀
店
に
登
録
中
で
す
。

09
年
度
下
半
期
分
に
集
ま
っ
た

2
8
0
0
円
分
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

おいしいコーヒー、紅茶を飲んで、気軽にチェルノブイリ支援に参加しませんか？
キャンペーン期間中、コーヒー・紅茶を 5個以上ご注文いただいた方に、もれなく「有
機栽培・南インド紅茶　リーフ 100g」もしくは別チラシ「キャンペーンプレゼント用
のぞみ 21雑貨カタログ」の掲載商品のいずれか 1点をプレゼントいたします！

ご注文はTEL/FAX、メール等でお気軽に事務局まで。
お買上げ総額5000円以上で送料無料となります（※）。

（※）のぞみ21雑貨などとの組合せも可能です。5千円未満の場合は実費を負担して
　　頂きます。送料は地域によって異なります。詳しくは事務局までお問合せ下さい。　　　

お
い
し
い
よ

終
戦
65
年『
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

記
念
音
楽
会
を
終
え
て
…

久
保
山

　千
可
子

　さ
ん

　
私
は
「
ル
・
セ
ル
ク
ル
」
と
い
う
団
体
で
、
音
楽
企
画
を
中
心
に
、

ピ
ア
ノ
教
室
、
合
唱
サ
ー
ク
ル
、
コ
ン
サ
ー
ト
主
催
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
名
前
の
意
味
は
、フ
ラ
ン
ス
語
で「
輪
」。
心
の
輪
、友
達
の
輪
、

音
楽
の
輪
。
今
年
は
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
丁
度
65
年
の
年
に

あ
た
り
、
更
に
は
、
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
走
っ
て
60
年
。
ぞ
う
れ
っ
し

ゃ
と
は
、
戦
争
中
各
地
の
動
物
園
で
動
物
た
ち
が
処
分
さ
れ
て
い
っ

た
中
、
必
死
に
守
り
抜
か
れ
た
名
古
屋
の
東
山
動
物
園
の
象
を
見

に
行
く
為
に
、
全
国
各
地
の
子
ど
も
達
が
運
動
を
展
開
し
、
国
鉄

が
協
力
し
走
ら
せ
た
列
車
で
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
と
て

も
つ
ら
い
お
話
で
す
が
、
そ
の
実
話
に
音
楽
が
付
き
、
全
国
で
歌

わ
れ
て
い
る
作
品
で
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｃ
Ｍ
Ｎ
）
の
小
山
浩
一
先
生
も
こ
の
作
品
に
は
、
昔
か
ら
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
て
い
た
の
で
、
演
奏
会
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

沢
山
の
方
と
声
を
合
わ
せ
て
練
習
し
、
本
番
は
す
ば
ら
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
原
作
者
、
作
曲
者
の
対
談
も
あ
り
、
そ
の
当
時
の
話

に
感
動
し
、
終
了
後
に
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
意
味
で
、
原
作
の
絵

本
の
売
上
げ
を
募
金
箱
へ
入
れ
る
な
ど
で
原
作
者
の
小
出
隆
司
先

生
の
サ
イ
ン
会
も
長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
物
販
の
中

に
『
わ
た
し
た
ち
の
涙
で
雪
だ
る
ま
が
溶
け
た
』
と
い
う
本
が
あ
り
、

私
は
そ
の
本
と
出
会
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
知
ら
な
い

事
実
が
あ
っ
た
の
か
と
呆
然
と
な
る
ば
か
り
で
、
悲
し
み
に
く
れ
、

益
々
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
意
味
を
大
き
く
深
く
考
え

て
、
今
再
び
色
々
な
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
募
金
は
簡
単

に
出
来
ま
す
が
、
内
容
を
知
る
と
い
う
事
に
は
中
々
出
会
う
事
が

出
来
ま
せ
ん
。Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
活
動
の
意
味
を
知
り
、
改
め
て
、
若
い
世

代
に
こ
の
事
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
再
び
、『
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
』
を
福
岡
で
公

演
す
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
7
月
24
日
（
土
）、
南
市
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
平
和
の
祈
り
」
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
歌
い
ま
す
。
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、「
今
日
、自
分
達
に
出
来
る
事
を
す
る
」、

そ
し
て
「
伝
え
続
け
て
い
く
事
」、「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
」
を

テ
ー
マ
に
全
国
各
地
の
方
々
と
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

小
さ
な
事
で
も
沢
山
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、

募
金
活
動
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ル
・
セ
ル
ク
ル
と

い
う
私
の
つ
け
た
団
体
の
名
前
が
、
本
当
の
意
味
で
、
世
界
の
輪

と
な
っ
て
い
き
ま
す
様
に
。

　事務局日誌より

 主な活動報告

日々の活動の様子は、HPの
「事務局スタッフブログ」
でも紹介していますます。

http://www.cher9.to/

コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

古
賀
店
に
は
12
団
体
が

登
録
中
（
4
月
11
日
現
在
）

● コーヒー・紅茶キャンペーンのご案内 ●
～安全でおいしいコーヒー・紅茶を飲むことで、チェルノブイリ被災者を支えることができます～

期間 2010年6月15日（火）～7月15日（木）までのご注文分

http://www.cher9.to/coffee.html

10



会員さん
紹介コーナー

このコーナーでは、チェルノブ
イリをともにお支えいただい
ている会員の皆さまより、活動
への思いや現地へのメッセー
ジをお聞かせいただきます。

Vol.8

めぐみ保育園さん
＜愛媛県西条市＞

私も応援しています！

取材／三島

本日の会員さん

●
簡
単
な
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
愛
媛
県
西
条
市
に
あ
る
保
育
園
で
す
。

　
定
員
は
２
０
０
名
、職
員
は
現
在
42
名
い

ま
す
。

●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
Ｃ
Ｍ
Ｎ
）を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
10
年
近
く
前
の
こ
と
な
の
で
詳
し
い
こ
と

は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、ベ
ラ
ル
ー
シ
の

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
映
像
で
見
た
と
き
の

衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の
後
、Ｃ
Ｍ
Ｎ

の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

●
な
ぜ
支
援
し
た
い
と
思
わ
れ
た
の
で
す

か
？

　
子
ど
も
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
身
と

し
て
、チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
そ
の
ま
ま
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。少
し
で
も
何
か
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
活
動
を
知
り
、す
ば
ら
し
い
お
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
と
感
動
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　（
今
も
そ
う
で
す
が
）Ｃ
Ｍ
Ｎ
な
ら
確
実
に

支
援
を
届
け
て
く
だ
さ
る
と
思
い
、募
金
を

送
ら
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
職
員
に
説
明
し
、募
金
は
毎
月
全
員
か
ら

集
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。当
初
は
一ヶ
月
3

千
円
送
金
し
て
い
ま
し
た
が
、途
中
か
ら
6

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
職
場
の
メ
ン
バ
ー
は
よ
く
理
解
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。一人
で
は
少
し
の

お
金
で
す
が
、み
ん
な
が
集
ま
る
と
、お
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
つ
い
て
、何

か
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

　
原
発
事
故
に
対
す
る
疑
問
点
な
ど
は
た
く

さ
ん
あ
り
過
ぎ
て
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
な

の
で
す
が
、ま
ず
は
事
故
が
起
こ
っ
た
時
、何

故
市
民
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
の
か
、せ
め
て
建

物
の
中
に
い
た
ら
、そ
の
後
の
症
状
が
か
な
り

違
っ
て
い
た
の
に…

と
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。何
も
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
苦

し
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
は
、本
当
に
つ
ら
く

悲
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
当
初
、「
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
」を
読
ま
せ

て
頂
い
て
、一
人
の
子
ど
も
さ
ん
を
一ヶ
月
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
に
入
所
さ
せ
て
あ
げ
る
費
用
が
3

千
円
と
理
解
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
途
中
で
募
金
を
や
め
る
こ
と
は
、そ
の
子
ど

も
さ
ん
が
途
中
で
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
か
ら
出
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
が
あ
り
、ず
っ
と
続
け
て
い
こ
う
と
そ

の
時
決
心
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
へ
向
け
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
募
金
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
だ
け

で
、活
動
に
対
し
て
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い

の
で
、い
つ
も
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
持
ち
で

す
が
、Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
皆
さ
ま
の
お
陰
で
、私
た
ち

と
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち
と
が
つ
な

が
って
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
嬉
し
い
で
す
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　調
査
団
を
派
遣
！

　
5
月
16
日
〜
25
日
の
10
日
間
、ス
タ

ッ
フ
の
寺
嶋
と
医
療
通
訳
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
山
田
英
雄
さ
ん
の
2
名

で
、ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
目
的
は
、現
在
成
熟
期
を
迎

え
つ
つ
あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
で
の
甲
状
腺

ガ
ン
検
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

私
た
ち
の
支
援
内
容
が
本
当
に
役
立
っ

て
い
る
の
か
、現
地
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
巡
っ
て
他
団
体
は

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を

整
理
す
る
こ
と
。

　
通
常
の
検
診
団
派
遣
の
限
ら
れ
た
日

程
で
は
詳
し
い
取
材
や
調
査
を
行
う
こ

と
が
難
し
い
た
め
、今
回
は
調
査
・
取
材

に
目
的
を
絞
っ
て
訪
問
し
、今
後
よ
り

効
果
的
で
充
実
し
た
支
援
活
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

　
７
日
間
の
滞
在
期
間
中
に
移
動
し
た

距
離
は
お
よ
そ
１
１
０
０
㎞
。ミ
ン
ス

ク
、ブ
レ
ス
ト
、ゴ
メ
リ
と
回
り
、関
係

機
関
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
終
え
て
帰
国

し
ま
し
た
。

　
取
材
結
果
は
、次
号
の
通
信
に
掲
載

予
定
で
す
。お
楽
し
み
に
！

次 号 掲 載 予 告

子
ど
も
た
ち
が
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
当
に
つ
ら
く
、
悲
し
い
こ
と
で
し
た
。

ブレスト州移動検診チーム
スタッフよりヒアリング
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青
木
浩
子
　
赤
尾
幸
世
　
秋
田
正
洋
　
吾
郷
成
子
　
樋
田
武
廣
　
荒
井

真
佐
子
　
生
田
裕
美
　
生
田
裕
子
　
池
浦
慶
子
　
池
田
和
子
　
石
川
睦

枝
　
石
田
直
美
　
石
塚
恵
未
　
石
橋
芳
子
　
石
原
和
子
　
井
手
美
和
子

　
伊
藤
和
夫
　
稲
吉
清
子
　
井
上
信
子
　
井
上
房
子
　
井
上
優
子
　
井

上
春
海
　
井
野
口
典
子
　
井
村
美
知
子
　
井
本
節
子
　
弥
永
美
保
　

（
医
）
た
か
は
し
小
児
科
医
院
　
岩
尾
幸
代
　
岩
佐
由
未
子
　
岩
下
清
美

　
岩
田
寿
老
　
岩
森
久
美
　
上
田
和
子
　
上
野
三
佳
子
　
内
田
さ
ゆ
り

　
宇
都
宮
裕
子
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
じ
ゃ
が
い
も
の
お
う
ち
　
榎
本
み
つ
枝

　
大
川
美
紀
　
大
河
原
し
お
み
　
大
城
り
か
　
大
久
保
弘
子
　
太
田
千

賀
子
　
太
田
昌
子
　
大
野
久
恵
　
大
橋
有
香
里
　
大
畠
千
恵
　
岡
由
起

子
　
岡
田
敦
子
　
緒
方
俊
一
郎
　
緒
方
靖
子
　
岡
本
順
子
　
小
川
令
美

　
沖
美
智
代
　
オ
ビ
ロ
・
イ
ラ
ヌ
ス
＆
枝
美
子
　
小
山
信
子
　
甲
斐
利

恵
　
桂
木
美
由
紀
　
勝
連
夕
子
　
加
藤
美
千
代
　
上
柿
元
啓
子
　
加
納

尚
美
　
上
條
千
栄
　
上
村
美
穂
子
　
亀
井
廣
子
　
川
上
真
理
子
　
河
口

友
子
　
川
島
則
子
　
川
内
裕
子
　
川
野
桂
子
　
川
原
京
子
　
河
原
珪
子

　
川
原
登
喜
の
　
河
本
亜
紀
子
　
神
崎
幸
子
　
菊
純
子
　
菊
池
順
子
　

菊
池
紅
　
岸
川
美
好
　
貴
田
典
子
　
北
坂
修
　
来
山
悦
子
　
木
下
安
代

　
木
下
る
み
　
久
保
カ
ヨ
子
　
久
保
田
啓
子
　
久
保
山
彬
子
　
久
保
山

千
可
子
　
久
保
山
菜
摘
　
熊
谷
章
子
　
蔵
本
一
郎
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
活
協
同
組
合
お
お
い
た
　
黒
河
恵
子
　
黒
川
冨
秋
　
桑
田
み
ゆ
き
　

桑
山
道
子
　
許
斐
秀
男
　
小
出
隆
司
　
古
賀
尚
子
　
小
山
公
子
　
是
永

俊
和
　（
財
）
福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
　
佐
伯
真
紀
　
酒
井
真
理
子
　
笹
川
安
子

　
佐
々
木
淑
子
　
貞
方
智
子
　
定
村
洋
子
　
澤
田
和
子
　
篠
原
美
希
枝

　
渋
田
幹
子
　
渋
谷
け
い
子
　
週
刊
金
曜
日
長
崎
読
者
会
の
皆
様
　
庄

籠
道
子
　
正
志
美
恵
　
進
藤
輝
幸
　
杉
山
佳
代
子
　
角
﨑
美
礼
　
隅
田

三
和
　
善
光
寺
・
青
木
敬
子
　
高
木
裕
子
　
高
永
弘
子
　
高
藤
富
美
子

　
高
村
久
　
高
柳
俊
哉
　
高
山
幸
子
　
詫
間
和
子
　
竹
田
節
子
　
武
田

ふ
じ
子
　
竹
元
和
子
　
田
代
ト
ヨ
ミ
　
田
代
眞
理
子
　
田
中
和
枝
　
田

中
輝
子
　
田
中
直
子
　
田
中
真
理
　
谷
口
マ
チ
子
　
谷
口
光
子
　
玉
木

千
恵
　
土
田
勝
子
　
土
屋
智
弘
　
堤
淑
子
　
鶴
園
直
美
　
寺
川
忍
　
遠

山
祥
子
　
時
田
ち
ず
子
　
戸
田
美
佐
子
　
鳥
井
原
桐
子
　
長
江
弘
子
、

長
江
真
弥
　
中
川
い
く
子
　
中
島
直
子
　
中
嶋
博
美
　
中
島
ま
ゆ
み
　

中
田
幸
代
　
長
谷
知
子
　
永
野
隆
文
　
中
原
布
紀
子
　
長
棟
か
お
る
　

中
村
照
子
　
中
村
典
子
　
中
本
治
嘉
子
　
柳
楽
翼
　
新
美
郷
子
　
西
す

み
子
　
西
浦
麻
記
子
　
西
田
和
子
　
西
村
信
代
　
西
村
元
子
　
西
山
千

代
乃
　
覚
正
寺
　
新
田
洋
司
　
二
ノ
方
薫
　
野
中
孝
子
　
野
村
幸
子
　

長
谷
川
ナ
デ
ィ
ア
　
濱
田
敦
子
　
原
博
一
　
針
生
千
秋
　
檜
垣
ま
り
　

久
岡
喜
美
子
　
日
高
礼
子
　
平
田
節
代
　
平
田
弘
子
　
福
嶋
真
子
　
福

山
知
恵
子
　
藤
田
ゆ
み
　
藤
林
美
紀
子
　
藤
平
理
香
　
藤
本
千
絵
　
藤

本
由
紀
　
藤
原
孝
子
　
ふ
る
か
わ
歯
科
医
院
・
古
川
直
樹
　
ぽ
こ
あ
ぽ

こ
　
堀
田
靜
穂
　
本
田
美
穂
子
　
前
田
晶
子
　
前
田
ナ
ギ
　
真
澄
隆
道

　
増
本
美
樹
　
松
尾
菊
恵
　
松
尾
満
子
　
松
岡
和
子
　
松
木
文
枝
　
松
下

京
　
松
山
京
子
　
馬
庭
あ
つ
子
　
丸
田
裕
子
　
水
落
靖
子
　
實
取
久
美
子

　
三
根
麻
理
子
　
三
宅
哲
子
　
宮
本
美
智
子
　
村
上
和
代
　
村
上
せ
つ
こ

　
村
上
由
美
子
　
め
ぐ
み
保
育
園
職
員
一
同
　
毛
利
静
子
　
本
岡
眞
利
子

　
森
潤
子
　
森
田
尚
美
　
森
永
明
子
　
山
浦
真
弓
　
山
口
知
与
子
　
山
口

朋
子
　
山
下
悦
子
　
山
村
純
子
　
山
本
潤
子
　
山
本
タ
マ
子
　
山
本
直
美

　
吉
岡
す
み
れ
　
吉
開
百
合
子
　
吉
崎
清
子
　
吉
田
清
明
　
吉
田
聖
子
　

吉
野
陽
子
　
吉
村
淳
子
　
吉
元
京
子
　
四
元
洋
子
　
和
田
政
子
　
渡
辺
・

中
西
・
沖
　
渡
辺
絹
子
　
渡
辺
久
美
子
　
渡
邉
陽
子

﹇
都
道
府
県
別
﹈

【
北
海
道
】
2
名
　【
富
山
県
】
1
名
　【
東
京
都
】
2
名
　【
神
奈
川
県
】

1
名
　【
千
葉
県
】
1
名
　【
埼
玉
県
】
1
名
　【
静
岡
県
】
1
名
　【
大
阪
府
】

3
名
　【
兵
庫
県
】
4
名
　【
鳥
取
県
】
2
名
　【
島
根
県
】
9
名
　【
岡
山
県
】

3
名
　【
広
島
県
】
1
5
名
　【
山
口
県
】
19
名
　【
愛
媛
県
】
1
名
　【
福

岡
県
】
4
9
名
　【
佐
賀
県
】
8
名
　【
長
崎
県
】
16
名
　【
熊
本
県
】
34
名

　【
大
分
県
】
17
名
　【
宮
崎
県
】
4
名
　【
鹿
児
島
県
】
8
名

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

相
川
靖
　
相
羽
美
香
子
　
麻
生
絹
代
　
石
本
祥
二
郎
　
礒
道
綾
子
　
一
瀬

和
美
　
稲
田
照
子
　
岩
口
香
織
　
上
田
英
子
　
植
田
清
子
　
内
野
希
和
美

　
延
壽
富
美
　
大
麻
卓
子
　
大
久
保
仲
子
　
大
崎
知
恵
　
大
中
百
合
　
大

場
満
　
片
岡
八
重
子
　
金
山
涼
子
　
紙
森
優
子
　
河
上
雅
夫
　
川
﨑
清
美

　
川
尻
愛
子
　
木
村
雅
子
　
古
賀
輝
洋
　
後
藤
宇
企
子
　
財
津
悠
子
　
斉

藤
美
代
子
　
坂
口
馨
子
　
櫻
井
美
喜
子
　
佐
竹
早
苗
　
佐
藤
一
江
　
佐
藤

進
一
　
佐
藤
照
子
　
清
水
悦
子
　
白
浜
千
恵
子
　
鈴
木
弘
子
　
首
藤
展
子

　
平
笙
子
　
高
山
知
佐
子
　
竹
田
恵
子
　
武
田
孝
子
　
田
中
京
子
　
珍
部

千
鳥
　
土
持
秀
男
・
由
利
子
・
朱
加
　
綱
脇
牧
子
　
坪
川
裕
子
　
富
永
隆

史
　
友
景
忍
　
鳥
原
良
子
　
永
江
之
子
　
永
尾
ゆ
か
り
　
永
野
沙
智
子
　

中
村
洋
子
　
楢
崎
悦
子
　
西
井
え
り
な
　
丹
羽
道
代
　
納
富
育
代
　
廣
松

初
美
　
福
井
初
子
　
藤
本
孝
子
　
渕
田
三
輝
　
前
田
靖
子
　
松
尾
智
恵
子

　
松
永
庸
子
　
丸
山
小
よ
り
　
水
本
敬
子
　
三
野
桂
子
　
村
田
聡
子
　
村

西
美
由
紀
　
室
屋
芳
乃
　
森
川
キ
ミ
エ
　
山
下
澄
子
　
山
中
陽
子
　
山
本

亮
輔
　
吉
田
美
抄
子
　
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
＆
Ａ
Ｒ
Ｔ
青
空
・
東
海
林
由
紀
　
渡
邊

真
志
子

計
91
名
（
匿
名
含
む
）

（
２
０
１
０
年
2
月
1
日
〜
4
月
30
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た
方
、

な
ら
び
に
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅

茶
の
購
入
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。
通
信
に
お
名

前
を
紹
介
す
る
こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

合
　
計
　
　
　  

２
，
３
８
７
，
１
４
３
円

活
動
支
援
金
　
　
　 

２
，
２
８
８
，
６
４
３
円
　
　
　
　

の
ぞ
み
21
カ
ン
パ
　
　 

　
　
６
９
，
０
０
０
円

雪
だ
る
ま
３
号
カ
ン
パ
　 

　
２
９
，
５
０
０
円

今
回
の
80
号
よ
り
編
集
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。

今
年
は
団
体
設
立
か
ら
20
周
年
に
な
り
ま
す
。
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ま

だ
ま
だ
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
ワ
ダ
）

編
集

後
記

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
忘
れ
た
ら
い
け
な
い
事
実
を
た
く
さ
ん
の
人
に
気
付
い
て
ほ
し
い
。

●
さ
さ
や
か
な
支
援
で
す
が
、
末
永
く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
核
に
よ
る
被
害
は
長
年
に
わ
た
っ
て
続
く
の
で
す
ね
。
実
感
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
●
若
い
方
々
に
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す

よ
う
に
　
●
私
の
住
む
町
に
も
原
発
が
あ
り
ま
す
。
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
な
お
苦
し
み
の
中
に
あ
る
方
々
の
回
復
を
お
祈
り
し
ま
す
。

●
日
本
で
も
危
険
極
ま
り
な
い
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

即
刻
中
止
す
べ
き
で
す
。
●
地
球
を
守
る
の
も
、
壊
す
の
も
人
間
。
ど

う
か
地
球
の
み
ん
な
が
心
か
ら
笑
え
る
本
当
の
幸
せ
に
気
が
つ
き
、
変

わ
っ
て
い
け
ま
す
よ
う
に
…
。
●
平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
善
良
の
市
民

が
犠
牲
に
さ
れ
て
、
二
度
と
発
生
し
て
は
な
ら
な
い
事
故
だ
と
思
い
ま

す
。
●
苦
し
み
、
不
安
と
と
も
に
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
日
々
を
思
う
と
、

安
易
に
原
子
力
発
電
に
頼
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
●
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題
だ
と
自
分
に
言
い
つ
け
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
が
気
が
か
り
で
す
。
●
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
真
心
が
届

き
ま
す
よ
う
に
。
●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
来
、
苦
し
ん
で
お
ら
れ

る
方
々
が
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。
●
現
在
で
も
高
い
放
射
能
が
放
出
さ

れ
続
け
て
い
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
。
日
本
で
も
い
つ
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
環
境
で
す
。
●
長
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
と
し
て
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
は
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
●
一
日
も
早
く
笑
顔

の
日
々
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。
●
被
曝
で

苦
し
む
人
々
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
●
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
の
ご
活
躍
を
応
援
い
た
し
ま
す
。
●
「
何
か
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
な
…
」
と
日
々
思
っ
て
い
る
中
、
こ
う
い
う
形
で
支
援
で

き
る
こ
と
が
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
　
世
界
か
ら
原
子
力
、
核
が
な
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。
●
原

発
事
故
の
被
害
を
受
け
て
病
に
苦
し
む
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
皆
様
、
快

復
お
祈
り
致
し
ま
す
。
支
援
さ
れ
る
皆
様
お
疲
れ
様
で
す
。
●
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
出
来
事
で
す
。
●
原
子
力
発
電
所
も
核
爆
弾
も
、
世
界
か

ら
な
く
な
る
よ
う
に
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
一
人
一
人
が

で
き
る
こ
と
を
、
今
か
ら
し
な
く
て
は
　
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
紅
茶
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
●
日
々
の
暮
ら
し
に
追
わ
れ
、
つ
い
忘
れ

そ
う
に
な
る
の
が
恐
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
●
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
●
日
本
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る

原
発
、
そ
し
て
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
上
関
原
発
。
こ
れ
で
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？

!!
!!

!!

検索チェルノブイリ  医療支援
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